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市
民
い
じ
め
の
大
計
画

行
革
で
公
共
施
設
は
最
大
２
倍
も
値
上
げ
か

「
ゴ
ミ
収
集
２
回
」「
国
保
・
介
護
」
値
上

げ
等
、
一
般
会
計
決
算
に
反
対

　

９
月
、
市
は
来
年
度
か
ら
値

上
げ
を
検
討
中
の
施
設
名
を
公

表
し
ま
し
た
（
左
表
参
照
）
。

　

最
大
２
倍
の
値
上
げ
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
公
民
館
や
体

育
施
設
な
ど
の
社
会
教
育
施
設

が
大
半
で
、
値
上
げ
は
市
民
の

教
育
権
を
侵
害
し
ま
す
。

　

ま
た
来
年
度
か
ら
運
動
公
園

　

平
成
30
年
度
は
、
ゴ
ミ
収
集

週
２
回
の
強
行
や
、
国
保
･
介

護
･
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
値
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
学
校
改
修
費
・
歩
道
整

備
費
・
公
民
館
整
備
費
が
大
幅

な
減
額
で
必
要
な
工
事
が
行
わ

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

放
課
後
ル
ー
ム
支
援
員
、
保

育
士
、
障
害

児
童
生
徒
の

た
め
の
支
援

員
、
小
中
学

校
教
員
が
慢

性
的
に
大
量

に
不
足
し
た

状
態
が
改
善

さ
れ
な
い
ま

ま
続
い
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
方

で
、
民
間
開

発
の
海
老
川

上
流
地
区
開

発
に
正
規
職

員
を
配
置
し

　

２
０
１
９
年
の
３
回
目
の
定

例
市
議
会
が
8
月
29
日
～
10
月

4
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
（
令

和
元
年
第
２
回
定
例
会
）
。

　

市
長
か
ら
補
正
予
算
な
ど
の

議
案
と
と
も
に
、
平
成
30
年
度

決
算
に
つ
い
て
提
出
さ
れ
、
審

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
補
正
予

算
は
小
中
学
校
ト
イ
レ
の
改
修

費
や
、
耐
震
性
の
不
足
で
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
を
フ
ェ
イ
ス
ビ
ル

の
市
民
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内

に
移
転
す
る
費
用
な
ど
で
、
日

本
共
産
党
は
賛
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
船
橋
市
に
は
約
４
０

０
０
人
の
正
規
職
員
の
他
に
、

約
３
８
０
０
人
の
臨
時
・
非
常

勤
等
の
非
正
規
職
員
が
働
い
て

い
ま
す
。
今
議
会
で
は
非
正
規

職
員
を
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

と
法
典
公
園
の
駐
車
場
を
有
料

化
す
る
と
言
い
ま
す
が
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
時
に
発
表
し

た
行
革
レ
ビ
ュ
ー
に
は
載
せ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
条
例
案
は

11
月
中
に
も
提
案
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。

　

市
民
の
声
を
聞
か
ず
に
値
上

げ
の
検
討
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

市
費
も
つ
ぎ
込
み
、
南
部
清
掃

工
場
（
２
６
２
億
円
）
は
焼
却

す
る
ゴ
ミ
量
よ
り
も
４
割
も
過

剰
な
焼
却
炉
の
建
設
を
進
め
、

莫
大
な
浪
費
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
設
計
施
工
運
転
丸

ご
と
企
業
ま
か
せ
の
北
部
清
掃

工
場
で
は
、
市
が
委
託
料
の
支

出
の
チ
ェ
ッ
ク
も
行
え
ず
、
企

業
言
い
な
り
の
状
態
で
す
。

　

市
長
は
見
せ
か
け
の
財
政
赤

字
で
危
機
感
を
あ
お
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
削
減
と
、
市
民
負
担

増
の
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
船
橋
市
は
全
国
上
位

の
財
政
力
指
数
の
力
を
も
っ
て

い
ま
す
。

　

浪
費
を
や
め
、
お
金
の
使
い

方
を
改
め
れ
ば
、
市
民
が
豊
か

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
政
に

変
え
て
い
け
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
以
上
の
理
由

か
ら
一
般
会
計
決
算
の
認
定
に

反
対
し
ま
し
た
。

市
民
が
安
心
で
き
る
市
政
へ
の
転
換
を
！

学
校
ト
イ
レ
改
修
・
男
女
参
画
セ
ン
タ
ー
移
転
・
市
臨
時
･
非
常
勤
の
待
遇

に
変
え
、
夏
季
、
冬
季
一
時
金

な
ど
を
支
給
す
る
条
例
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
正
規
職
員
を

減
ら
し
、
身
分
が
不
安
定
で
給

与
も
低
い
非
正
規
職
員
に
置
き

換
え
て
き
た
問
題
が
あ
る
の
で

す
が
、
今
働
い
て
い
る
非
正
規

労
働
者
の
待
遇
改
善
に
つ
な
が

る
こ
と
な
の
で
日
本
共
産
党
は

賛
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
日
本
共
産
党
は
2
本

の
発
議
案
を
提
案
し
ま
し
た

が
、
ど
ち
ら
も
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。
（
裏
面
参
照
）

議 会 運 営 委 員
建 設 委 員
都市計画審議委員

文 教 委 員
四市複合事務組合職員

松崎 さち

総 務 委 員

西船2-12-8-13-B
432-9317

広 報 委 員
市民環境経済委員

坂井 洋介
高根台7-14-4-1
404-2039

健康福祉委員

神子そよ子
咲が丘4-12-8
☎769-7271

市
議
会
議
員

施設名
1 三山市民センター
2 リハビリセンター【リハビリ事業】
3 霊園・霊堂
4 勤労市民センター
5 ふなばし三番瀬海浜公園【野球場、庭球場】
6 アンデルセン公園
7 高根木戸近隣公園【庭球場】
8 北習志野近隣公園【庭球場】
9 プラネタリウム館
10 視聴覚センター
11 市民ギャラリー
12 茶華道センター
13 青少年会館
14 少年自然の家
15 総合体育館
16 武道センター

17 運動公園【野球場、陸上競技場、庭球場、プー
ル、体育館、弓道場】

18 若松公園【野球場、庭球場】
19 学校運動場夜間照明灯
20 法典公園【庭球場、球技場、集会所】
21 公民館（26館）
22 きららホール
23 市民文化ホール
24 ふなばし三番瀬環境学習館
25 行田運動広場、高瀬下水処理場上部運動広場
26 北部清掃工場余熱利用施設

　馬込霊園の門を入り、直進した右側に大きな石碑が建っている。

「関東大震災犠牲者同胞慰霊碑」だ。その横に「法界無縁塔」が

並ぶ。関東大震災時、船橋市でも自警団によって多数の朝鮮人が

虐殺された。犠牲者を供養するために1924年に船橋町仏教連合会

が「法界無縁塔」を、1947年に船橋とその周辺に住む朝鮮人が「関

東大震災犠牲者同胞慰霊碑」を建立した。当初は新船橋駅近く

にあったが、1963年馬込霊園に移葬された。毎年9月に慰霊祭が

行われ、日本共産党市議団も参列している。

危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ
が

市
内
を
飛
び
交
う
!?

　

防
衛
省
は
、
陸
上
自
衛
隊
の

オ
ス
プ
レ
イ
17
機
を
来
年
３
月

に
木
更
津
駐
屯
地
へ
暫
定
配
備

す
る
こ
と
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
木
更
津
市
で
は
、
住
民
説

明
会
が
開
か
れ
、
そ
の
資
料
に

は
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
訓
練
に
つ

い
て
「
Ｃ
Ｈ
―
47
な
ど
の
航
空

機
と
同
様
」
だ
と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
オ
ス
プ

レ
イ
が
配
備
さ
れ
れ
ば
、
第
一

空
挺
団
（
習
志
野
駐
屯
地
所
属
）

が
搭
乗
す
る
こ
と
は
想
定
し
て

い
る
」
と
明
言
し
ま
し
た
。

　

第
一
空
挺
団
が
オ
ス
プ
レ
イ

に
搭
乗
す
る
と
い
う

事
は
日
常
的
に
市
内
上
空
を
飛

び
交
う
可
能
性
が
十
分
あ
り
ま

す
。
こ
の
事
に
つ
い
て
市
は
防

衛
省
に
確
認
し
た
の
か
質
し
ま

し
た
。

　

「
第
一
空
挺
団
の
輸
送
は
当

然
に
想
定
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

し
た
」
と
い
う
答
弁
が
あ
り
、

本
市
で
も
独
自
に
住
民
説
明
会

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
求

め
ま
し
た
。
市
は
「
国
が
責
任

を
も
っ
て
訓
練
内
容
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
」
と
い
う
消
極
的
な
答
弁

で
し
た
。

　

事
故
や
墜
落
を
繰
り
返
し
て

い
る
危
険
な
軍
用
機
オ
ス
プ
レ

イ
。
習
志
野
演
習
場
や
市
内
を

オ
ス
プ
レ
イ
が
日
常
的
に
飛
び

交
う
こ
と
に
な
れ
ば
騒
音
な

ど
被
害
を
受
け
る
の
は
市
民
で

す
。
訓
練
内
容
に
よ
っ
て
は
市

民
の
安
全
も
脅
か
さ
れ
か
ね
ま

せ
ん
。

　

木
更
津
市
へ
の
暫
定
配
備
は

現
時
点
（
９
月
末
）
で
は
決
定

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
計
画
の
住

民
説
明
を
求
め
る
と
と
も
に
オ

ス
プ
レ
イ
来
る
な
の
声
を
あ
げ

ま
し
ょ
う
。
市
民
の
暮
ら
し
と

安
全
を
守
れ
な
い
オ
ス
プ
レ
イ

の
配
備
は
中
止
す
べ
き
で
す
。
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市
内
に
は
買
い
物
不
便
地
域

と
指
定
さ
れ
た
26
の
地
域
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
北
東
部
の

買
い
物
不
便
地
域
で
10
月
21
日

（
月
）
か
ら
、
イ
オ
ン
高
根
木
戸

店
を
拠
点
に
、
移
動
販
売
車
巡

回
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
９
月
定
例

議
会
で
こ
の
問
題
を
取
り
上

げ
、
「
商
店
が
な
い
、
高
齢
者

が
多
い
、
交
通
手
段
が
な
い
な

　

安
倍
政
権
は
、
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
「
成
長
戦
略
」
と
位
置

付
け
、
「
世
界
と
戦
え
る
国
際

都
市
の
形
成
」
（
「
日
本
再
興
戦

略
」
）
な
ど
を
加
速
さ
せ
、
地

方
自
治
体
に
「
稼
げ
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
押
付
け
て
い
ま
す
。

民
間
企
業
が
提
案
す
る
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
ー
（
「
立
地
適
正

化
計
画
」
）
と
、
集
客
施
設
や

住
宅
を
中
心
市
街
地
に
誘
導
集

　

市
内
の
小
中
学
校
の
先
生
た

ち
は
働
い
た
時
間
を
自
己
申
告

に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
自
己
申
告
制
は
長
時

間
働
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
過
少

申
告
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
働
き

方
の
実
態
を
見
え
な
く
す
る
も

の
で
す
。

　

本
会
議
で
は
２
０
１
８
年
６

月
と
２
０
１
９
年
６
月
で
過
労

死
ラ
イ
ン
と
言
わ
れ
る
80
時
間

買
い
物
不
便
地
域
に

移
動
販
売
ス
タ
ー
ト

住
民
の
生
活
、
福
祉
を
支
え
る

ま
ち
づ
く
り
へ
転
換
を

教
員
の
多
忙
化
解
消
へ

タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
導
入
実
施
に

約
す
る
（
「
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
）
、
人
口
減
を
口
実

に
学
校
や
福
祉
施
設
の
集
約
・

統
廃
合
な
ど
を
す
す
め
る
（
「
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
）

な
ど
で
す
。

　

船
橋
市
の
「
立
地
適
正
化
計

画
」
で
は
、
海
老
川
上
流
地
区

と
南
船
橋
の
都
市
機
能
誘
導
区

域
の
ほ
と
ん
ど
が
「
河
川
・
高

潮
浸
水
被
害
区
域
」
に
指
定
さ

を
超
え
て
働
い
た
教
員
数
、
さ

ら
に
、
１
０
０
時
間
を
超
え
て

働
い
た
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
小
中

学
校
合
計
で
何
人
い
た
の
か
を

質
し
ま
し
た
。

　

答
弁
は
「
18
年
は
80
時
間
以

上
が
２
５
９
名
、
う
ち
１
０
０

時
間
超
が
52
名
。
19
年
度
は
80

時
間
以
上
が
５
４
６
名
、
う
ち

１
０
０
時
間
以
上
が
２
９
３

名
。
今
年
度
が
増
加
し
た
理
由

船橋市議会　条例・意見書・決議と、主な陳情への態度 共
産
：
日
本
共
産
党
（
５
人
）
、
自
由
：
自
由
市
政
会
（
12
人
）
、

公
明
：
公
明
党
（
10
人
）
、
民
主
：
市
民
民
主
連
合
（
８
人
）
、

自
民
：
自
由
民
主
党
（
７
人
）
、
真
政
：
真
政
会
（
３
人
）
、
み

ら
い
：
み
ら
い
＠
船
橋
（
２
人
）
、 

無
所
属
（
３
人
）
：
は
・
小
・

今
＝
議
員
の
頭
文
字

退
：
退
席
、
○
：
賛
成
（
ま
た
は
同
意
）
、
×
：
反
対

内　容 結果 共産 自由 公明 民主 自民 真政 みらい 無所属

条
例･

意
見
書･

決
議

船橋市男女共同参画センター条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

「会計年度任用職員」制度の施行に当たり、国が直ちに地方自治体への
十分な財政措置を講じることを求める意見書 × ○ × × ○ × × ○ ○：は･今

×：小

最低賃金を直ちに 1,000 円に引き上げるとともに、中小企業への支援強
化を求める意見書 × ○ × × ○ × × ○ ○：今 

×：は･小 

主
な
陳
情

時間外保育職員（非常勤）の待遇改善に関する陳情 × ○ × × × 
退：１ × × × ×

陸上自衛隊木更津駐屯地へのオスプレイ暫定配備に関する陳情 × ○ × × ○：４
×：４ × × ○ ×

津田沼駅（北口ミニストップ近く）のごみ問題に関する陳情 ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○：今
×：は･小

市内の児童ホームに冷暖房設置の早期実現を求める陳情書
（○は継続審査に賛成を表します。日本共産党は冷暖房設置に賛成のため、

 継続審査に反対しました）

継続
審査

× ○ × ○ ○ ○ × ○

買い物不便地域 26 地域

れ
、
本
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

と
も
整
合
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
住
民

が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
、

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
の
生
活
基
盤
を
つ
く
る
こ
と

で
す
。
営
利
企
業
の
た
め
の
「
稼

げ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

交
通
不
便
地
域
の
解
消
と
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
災

害
か
ら
市
民
を
守
れ
る
「
ま
ち

づ
く
り
」
へ
転
換
す
べ
き
で
す
。

は
土
日
の
部
活
動
指
導
時
間
を

含
め
る
よ
う
に
変
更
し
た
」
と

の
事
で
、
過
少
申
告
が
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。

　

教
員
の
多
忙
化
解
消
の
た
め

に
も
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を
導
入

し
、
働
い
た
時
間
を
客
観
的
に

記
録
す
る
必
要
が
あ
る
と
求
め

ま
し
た
。
市
は
「
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

に
よ
る
出
退
勤
管
理
シ
ス
テ
ム

と
い
う
形
で
今
年
度
中
の
実
施

を
目
指
し
て
い
る
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。

ど
の
、
最
も
不
便
な
地
域
か
ら

巡
回
す
る
べ
き
だ
」
と
主
張
し

ま
し
た
。

　

市
か
ら
は
「
駐
車
ス
ペ
ー
ス

さ
え
確
保
で
き
れ
ば
、
販
売
車

を
ま
わ
し
た
い
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
販
売
車

が
停
め
ら
れ
る
場
所
に
つ
い
て

の
、
地
域
の
方
々
か
ら
の
情
報

で
移
動
販
売
が
ス
タ
ー
ト
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
も
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
生
鮮
食
品
や

日
用
雑
貨
だ
け
で
な
く

店
舗
と
同
じ
商
品
も
購

入
で
き
る
移
動
販
売
車

で
す
が
、
一
品
に
つ
き

10
円
、
最
高
50
円
ま
で

の
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。

　

日
本
共
産
党
は
「
買

物
不
便
地
域
へ
の
支
援

事
業
な
の
だ
か
ら
手
数

料
は
取
る
べ
き
で
な

い
」
と
求
め
ま
し
た
。

①東町　②西船２丁目　③東中山２丁目
④前貝塚町・旭町　⑤藤原６．８丁目
⑥丸山３丁目　⑦上山町２．３丁目
⑧馬込町　⑨夏見６丁目
⑩金杉５丁目、二和西１～３丁目
⑪高根町
⑫芝山６．７丁目、飯山満町３丁目、
　西習志野１．３丁目
⑬新高根３．４．６丁目
⑭前原西４丁目、中野木１丁目
⑮田喜野井１～４丁目、三山１～３丁目
⑯飯山満町１丁目　⑰二宮１．２丁目
⑱二和西４丁目
⑲三咲７．８丁目、大穴北１．３．４．８丁目
⑳南三咲２．３丁目
㉑高野台３～５丁目、八木が谷２．３丁目、
　みやぎ台１～４丁目
㉒松ヶ丘２丁目
㉓松ヶ丘５丁目、坪井西１．２丁目
㉔古和釜町　㉕小室町　㉖豊富町

　

今
議
会
に
は
、
長
年
の
要
望

だ
っ
た
学
校
ト
イ
レ
の
改
修
を

国
の
３
か
年
限
定
の
緊
急
補
助

金
制
度
（
国
土
強
靭
化
関
連
事

業
）
を
使
い
３
か
年
で
完
了

さ
せ
る
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。 

（
左
表
参
照
）

　

た
だ
し
、
工
事
の
効
率
化
の

学
校
ト
イ
レ
の
改
修
す
す
む
！

2019年度
工事

海神小、高根東小、二宮小、芝山西小、金杉小、
田喜野井小 　　　　　　　（２０１８年度予算）
三山東小、咲が丘小、金杉台小、夏見台小、豊富
小、大穴小、薬円台南小、習志野台第一小、高郷小、
三咲小、葛飾小、習志野台第二小、七林小、海神
南小、二和小、若松小、八木が谷北小高根台第三小、
飯山満小、湊町小、法典小、坪井小
芝山中、八木が谷中、大穴中、若松中

（２０１９年度補正予算工事費）

2020年・
2021年度
工事

大穴小、中野木小、習志野台第一小、行田西小、
法典西小、行田東小、南本町小、湊町小、海神小、
薬円台小、坪井小、塚田小、法典東小、峰台小、
古和釜小、大穴北小、三山小、芝山東小、小室小、
丸山小、市場小、高根台第二小、金杉小、八木が
谷小、咲が丘小、金杉台小、夏見台小、三山東小、
小栗原小、八栄小、前原小、芝山西小
船橋中、葛飾中、御滝中、旭中、八木が谷中、宮本中、
前原中、習志野台中、海神中、高根台中、二宮中、
三田中、七林中、行田中、古和釜中、高根中、三
山中、法田中、小室中

（重複あり）（２０１９年度補正予算設計費）

た
め
児
童
生
徒
数
に
合
わ
せ
ト

イ
レ
の
器
具
数
を
大
幅
に
削
減

し
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
の
数
が

一
気
に
減
り
子
ど
も
た
ち
が
困

る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
学

校
の
意
見
を
よ
く
聞
い
て
整
備

を
進
め
る
こ
と
を
求
め
ま
し

た
。


